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研究成果の概要（和文）：近年注目されている性の多様性の尊重という社会的課題に、大学の外国語教育が取り
組むための課題を考察している。大学における、英語以外の外国語教育は、初めて学習するという前提で、基本
的な文法を習得し、それを使ったコミュニケーションや情報発信が求められる。その際に学習者自身について語
ったり、日常生活について語ることが求められる。その際に性の選択、性の開示が伴う場合がある。また、日常
を扱うことで、ジェンダー規範や異性愛主義が意識されにくく、マイノリティを排除する可能性がある。このよ
うな問題について、さまざまな言語で取り組まれているジェンダーインクルーシブな言語に関する調査とともに
検討する。

研究成果の概要（英文）：This work aims to review, consider and improve the teaching of foreign 
languages in university education from gender studies, focusing on the teaching of Spanish as a 
foreign language (ELE). In ELE classrooms, especially at the initial level, students find themselves
 in a situation that practically forces them to show their gender identity or the sex assigned at 
birth, presenting themselves in Spanish that they have just begun. For most it is not a complicated 
situation. However, it can cause some concern or anxiety, especially for some people who feel 
discomfort or disagreement between their gender identity and the one assigned at birth. In other 
words, Spanish classes, especially at the initial level, can become an unsafe space for LBGTQ+ 
people. This is the starting point of this work. These themes are explored alongside research on 
gender-inclusive uses of various languages and their ideologies.

研究分野： 外国語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の目的は、大学の外国語教育におけるジェンダー平等及び学習者及び教授者の性の多様性の尊重に資する
ことである。大学においても性の多様性への対応が求められ、修学環境の整備が検討されつつある。しかし、授
業運営のあり方については、科目担当者に任されていることが一般的である。外国語教育は日常的なテーマを扱
う分野であるため、無意識的に性的少数者を排除している可能性がある。逆に、意識的になることで、外国語教
育は、ジェンダー教育の場にもなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
大学の外国語教育、とくに「初修」外国語教育では、授業中や学習の過程で、学習言語で学習

者自身や学習者の日常生活についてかたることや記述することが求められる場合がある。外国
語学習において、学習言語でのコミュニケーションや情報発信が重視されることで、学習者自身
について学習言語でかたることも、身につけるべき能力としてシラバスに組み込まれている。学
習者が、社会のマジョリティである場合、クラスメイトや教授者に学習者自身についてかたるこ
とは、それほど負担にはならないかもしれない。しかし、社会的マイノリティである場合、この
ような活動は学習者にストレス、不安、疎外感などを生じさせる可能性がある。性の多様性の尊
重という視点から、さまざまな言語で包括的な用法(ジェンダーインクルーシブな言語使用)の
取り組みがされているが、外国語教育には反映されにくい。外国語教育の教材の例やダイアロー
グの登場人物は、その社会の「典型」であり理解されやすい一方で、「典型」ではない人を「排
除」することもある。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、大学の外国語教育におけるジェンダー平等及び学習者及び教授者の性の多
様性の尊重に資することである。大学においても学生や教職員の性の多様性への対応が求めら
れ、修学環境や労働環境の整備が検討されつつある。しかし、授業運営のあり方については、科
目担当者に任されていることが一般的である。とくに、学習者自身や学習者の日常生活について
のかたりが求められることがある外国語教育においては、配慮が必要であるが、その課題につい
て研究されてこなかった。外国語教育を通じて、学習者が出会うジェンダー観やセクシュアリテ
ィ観がどのようなものであるかを具体的に記述し、その課題を抽出する必要がある。 
 
３．研究の方法 
1. スペイン語を中心に、ジェンダーに関する包括的な言語使用について調査する 
2. 大学における外国語教育とくに「初修」外国語教育を通して、学習者がどのようなジェンダ
ー観、セクシュアリティ観に出会うかについて、スペイン語教育を中心に明らかにするとともに、
ジェンダー論における多様な概念と結びつけて検討する 
3. 学習者が安心して外国語学習にとりくむために、どのような資源が活用できるかを、国内外
で調査する 
 
４．研究成果 
さまざまな言語でジェンダーインクルーシブなとりくみが進められている。ロマンス語におい

ても、近年とくにこの議論が活発になっている。その中で、本研究ではスペイン語とスペイン語
教育をジェンダー論や性の多様性という視点から考察対象とした。 
スペイン語は、フランス語やイタリア語と同様、名詞の分類である文法上の性を有する言語で

ある。その分類に、男性・女性という性の二分法を用いている。人を表す名詞の性は、指示対象
の性別に一致すると一般に理解されており、その一致の度合いはロマンス諸語の中でもっとも
強い。話者は自分のことを述べる際、性の選択を迫られるため、性二元論の強化と性の多様性の
不可視化も問題となっている。さらに、文法上の男性と女性は対称的ではなく、男性が総称的に
使用される。男性が１人いればその集団は男性形であることから女性の不可視化が問題とされ
てきた。しかし、典型的な男性のみが可視化されるという問題が指摘できるが、この性の性質が
文法に組み込まれているということから、性の二分法を放棄するということは言語の構造を大
きく変えることを意味するため反発も大きい。 
この間、性の多様性に関連して、言語においてもさまざまな現象が観察された。たとえば、SNS

を中心に広がりつつあった、男性形でも女性形でもない語尾-x, -e の使用が、それ以外の場に
も広がっていった。これらの語形は、男性形の総称的用法を回避するために使用されることもあ
れば、女性・男性に分類されたくない人が自分自身に対して自己表現のために用いたり、または
それを支持する人が他者に対して配慮を示す用法としても用いられている。また、性的少数者の
可視化、包摂を主張するものとして象徴的に使用されることもある。これらの使用は、ドラマや
演劇などのセリフにも見られるし、アルゼンチンやチリではレポートや論文執筆においてもこ
れを認めている大学が出てきている。使用空間の広がりは、これらの語形とそれによって意味さ
れるものがスペイン語圏社会で共有されつつあることを示している。 
性の多様性に対応しにくいというスペイン語の性質は、スペイン語学習者にとっても問題とな

る。性自認が出生時の性別と一致しなかったり、割り当てられた性別に違和感を抱く学生は、学
習に際し、文法上の性の選択において何らかのストレスを感じる。教室という場では、教授者が
持っている名簿に記載されている性と学習者が自分自身を表現するために選択する性が異なる
場合や、そもそも性を選択しなければならないということ自体が学習者にとって負担になる場
合がある。典型的な性役割、ジェンダー規範、異性愛規範、性別一致主義に基づく教材や授業運
営は、学習者の性自認を否定する可能性もある。このことを、マイクロアグレッション、インポ



ライトネスなどの概念と結びつけ検討した。 
ただし、スペインでは、教育ジェンダーの視点を取り入れる取り組みが多くある。たとえば、

義務教育では、包括的な言語使用のガイドラインがある。カタルーニャの大学連合組織が、各分
野の授業におけるジェンダーの取り扱いに関するガイドラインをカタルーニャ語で作成してお
り、それがスペイン語やガリシア語に翻訳されて他地域の大学でも使用されている。日本では、
1990 年代以降自治体を中心にジェンダー表現ガイドラインが作成されており、近年性の多様性
の尊重として視点からそれを改訂する動きがある。これらは自治体の職員向けのガイドライン
であるが、教材作成のガイドラインとしても参考となる。 
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